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各委員長クラブ活動計画報告

於美園グリル

8月22日定例会　　　　　　　　　於　ひさごや

1．ガバナー公式訪問記念品贈呈　三浦会長

2．公式訪問の挨拶　　　　　　　匪藤武夫ガバナー

当クラブ活動及びロータリーアンとしての心構え

の上に色々御指導あり、その要旨を記録しますか

ら三読して頂きます。

○姉が鶴岡出身の方に縁づいてる関係上今度で3回お

訪ねしてますが、鶴岡も暗い得という印象であった

のが新しい時世の風が吹いて来た感じに変って居

る。

（⊃比の鶴岡クラブは創立未だ2ヶ年であるのに全般的

に見て大変結構で樽に国際奉仕は他クラブに見るこ

と出来ない活躍振りで本当によくやって居られる。

0「パンフレツり「リーフレット」を会員各々がよ

く読んでもう少し勉強して茸い度い。

これらは長い経験或は実行した事などから蒐集した

貴重なもので、道具として充分使う。使う

為めには時に習って長く知って置く事が大

事であるから良く読んで貰い度い。

・○ロータリー、特に奉仕－サービスーはいく

ら学んでもこれでよいという事はないと思

う。クラブも初めが肝心である。初め内部

の充実を図らなければ将来大とはなれない

杉の成長を見る通りだ。

C）サービスも近くから遠くに及ぼす事が大切

であるクラブ′・・′地域社会～他の地域へと除

々に及ぼして行く心構えが一番肝要と思う

○例会は出来る丈けなごやかにする棟考えて

青少年のプログラムを重視して頂き度い。

○現代は細分されて行く時世である。職業も知恵も次

ぎ次ぎに細分されて行って統一、調和が困難になり

つゝある。ロータリーは最もこの統一、調和によい

場であるので例会地区大会国際大会と出来る丈け出

席して広く見識を高め、専間知識以外の世の中の知

識を求め、理解して行くことが大事である。

○時世の変化を見透す人が生き残る世の中であるから

色々な知識を広く求め、情報を集めて自個の事業の

繁栄を図ると共に得たものを社会に奉仕して賃い度

い。

C会員1人1人がサービスすることが世の中が艮くな

る基盤である。個人の特性を生かすことが貴も成し

得るサービスの途であり伝統を生かし外国模倣に心

うはわれて居る青少年に日本文化を充分サービスし

て貰い度いと思う。

○以上会員に対して奉仕活動について指導あって公式

訪問を終了す。

会員の親睦をほかつて友情を深めることを主眼に行

って頂き度い。

○アイデヤー、物の考え方は行動の基礎である物の寄

附よりもよい考えを世の中に広めること。比の何物

にもこだわらないアイデヤーは一番大事である。地

域社会に比の思想を深める。アイデヤーは無限大で

ある。

C）将来の可能性。潜在力を有して居る事を深く考えて

佐藤ガバナーを囲んで会員の顔・顔・顔（張岩塩）

〇二コ＝コ措

○阿部公一君　愛開孝を大破して死線を越えた心祝

○佐藤ガバナー公式訪問のお祝いに

〇本日の献立

ハタハタの湯揚げ　　ノロカツ

民田茄子漬　　　　　枝豆の味噌汁


